





























































川崎医療福祉大学 保健看護学科 三徳 和子
旭川荘療育センタ 児童院地域療育センター 村下志保子
旭川荘療育センター 児童院院長・
川崎医療福祉大学 リハビリテーション学科 井上 英雄









スを利用している， 在宅重症心身障害児 （者） の
介護者４４７名を対象に，無記名自記式質問紙調査を
行った．










重症心身障害児 （者） の， 年齢区分が０～６歳は
３１人 （医療処置有２１人），７～１８歳は６３人 （医療
処置有４７人），１９歳以上は１２９人 （医療処置有８３


















































































































































川崎医療福祉大学大学院 保健看護学専攻 修士課程 ○小山 格子














































医療福祉学専攻 修士課程 ○峠 和美
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 升野 光雄














































川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 修士課程 ○大岡 和子
川崎医療福祉大学大学 医療福祉学科 寺尾 孝土











































医療福祉学専攻 修士課程 ○小川 知晶









































（９） 高齢者の 「その人らしい暮らし」 の支援に関する先行研究の検討
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学専攻 博士課程 ○牧田 幸文
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 飯田 淳子











































川崎医療福祉大学 医療福祉デザイン学科 ○岩藤 百香
京都橘大学 都市環境デザイン学科 松本 正富
川崎医療福祉大学 医療福祉学科 小田桐早苗
川崎医療福祉大学 医療福祉デザイン学科 青木 陸祐





























（４） 「作業の通し番号」 「作業のタイトル」 「時
間」 「場所」 という重要な情報については
フォントの大きさや配色， アイコンの追加な
ど， 補足情報と比べてより目立つための要素
を加えることで目線を誘導し， 視覚優先の特
性を持ち， 文章を読む事が苦手なユーザーが
必要な情報にたどり着くまでのストレス軽減
を図った．
（５） 使用されている文字情報については， 「はじ
まりの会」 などの言葉を， 現場で指導者が発
する 「はじまりの会をします」 といった話し
言葉に統一し， スケジュールが行動のための
指示ツールであるという認識を持ちやすくし
た．
